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禽秋も深まってきました.

今月号の表紙は,㈱建設技術センタｰの水鳥隆志氏

のご提供によるものです.仲介の労をとっていただ

いた同センタｰの阿部智彦氏とともにご協力を感謝

いたします.とくに変わった地質学的意義があるわ

げではありませんが,教科書的な見事な小断層露頭

の写真です.こうした露頭はすぐに被覆されたりし

てなかなか記録に残りにくい物です.チャンスをと

らえて記録していただくには現地の地学関係者に勝

るものはありません.著者は現地で補足的調査をな

さり掲載写真以外にも数多くの写真を熱心に送って

いただきました.今後とも機会がありましたらご投

稿ください.

鈴グラビアは地質標本館提供の標本写真のシリｰズ

の一環です.豊標本館長にはご多忙な中,あらたに

写真を撮っていただき感謝しております.

傘巻頭エッセイは小玉地質部長にお願いしました.

8月号からの新たな試みの1つである本エッセイは

別に所議メンバｰに限るものではありま竜んので,

所員の皆様の投稿をお待ちしています.気楽にお書

き下さい.

禽今月号はとくに特集とぽいたしませんでしたが,

1つの目玉は地質情報に関連する3つの投稿です.

第1はGEOLISです.地質情報検索にあたって

GEOLISの有効さは知る人ぞ知るものですが,よ

り多くの人にその存在と意義を知っていただくこと

が必要でしょう.今回は所外からGEOLISをなが

めていただきました.次の元所員の岡野氏による戦

前の地質図類のインデックスは労作です.ややもす

れば情報化という看板のみが一人歩きしがちです

が,こうした地道な情報基盤整備が不可欠なもので

あることは論をまたたいでしょう.北海道支所の白

髭氏による目録も上記と同様な意図と価値をもって

います.

禽このほかはバラエティｰに富んだ投稿です.

考古学への地質学の貢献は最近の地震考古学を始め

として盛んになりつつある学際領域の1つです.

吉川･赤井両氏による遺跡の石を地質学的に追跡し

た記事はいかがでしょうか.こうした分野の記事を

のせるには地質ニュｰスが最も適当ではたいかと自

画自賛しています.今後とも皆様のご投稿をお待ち

します.

禽水圧破砕について物理的側面から中島氏にレビュ

ｰしていただきました.かなり読みごたえのある記

事ですが,クラックの伝播は狭義の地質学のみなら

ずきわめて多方面で研究対象になっている分野で,

幅広い読者の皆様の関心をよぶのではないかと思い

ます.じっくりお読みください.

禽日本の地震学史上特筆されるべき巨人ともいえる

今村恒明氏の研究と地震予知をめぐる話題を西澤氏

にまとめていただきました.地震に対する関心が高

まっている折,先駆老の業績を振り返ってみるのも

必要かもしれません.この査読に際しては,建築研

究所の石橋克彦氏と元所員の鈴木尉元氏にお願いい

たしました.適切なご意見等いただきありがとうご

ざいました.

禽また,島野･永井両氏による日本水紀行はシリｰ

ズの一環として楽しい読物となっています.その該

博な知識と現地調査には脱帽です.お楽しみ下さい.

<編集委員長加藤磧一記>
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